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は
じ
め
に

『
土
芥
寇
讎
記
』
は
、
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
時
点
で
の
大
名
二
四
三
名
の

人
物
像
と
そ
の
領
国
支
配
に
つ
い
て
の
情
報
を
整
理
し
、
大
名
に
対
す
る
論
評
を

加
え
た
書
物
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
元
禄
初
年
時
の
地
方
知
行
制
の
状
況
を
示
す

史
料
と
し
て（

１
）、
あ
る
い
は
大
名
個
人
に
迫
る
史
料
と
し
て（
２
）活
用
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
若
尾
政
希
氏
を
中
心
と
す
る
研
究
グ
ル
ー
プ
の
共
同
研
究
に
よ
り
、

『
土
芥
寇
讎
記
』
は
必
ず
し
も
実
態
を
表
す
史
料
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た（

３
）。『
土
芥
寇
讎
記
』
に
先
行
す
る
『
武
家
勧
懲
記
』
の
徳
川
綱
重
評
が
そ

の
ま
ま
『
土
芥
寇
讎
記
』
の
徳
川
綱
豊
（
綱
重
の
子
）
評
に
流
用
さ
れ
る
事
例（

４
）な

ど
が
見
出
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
若
尾
氏
は
『
土
芥
寇
讎
記
』
と
同
じ
よ
う
な
性

格
を
持
つ
『
武
家
諫
忍
記
』『
武
家
勧
懲
記
』『
土
芥
寇
讎
記
』『
諫
懲
記
後
正
』『
武

家
諫
懲
記
後
正
』
を
「
大
名
評
判
記
」
と
総
称
し
、「
大
名
評
判
記
」
諸
本
の
関

係
を
解
明
す
る
必
要
性
を
指
摘
し
た（

５
）。

『
土
芥
寇
讎
記
』
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
、
伝
本
が
少
な

い（
６
）、「
大
名
評
判
記
」
諸
本
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
た
『
武
家
諫
懲
記
後
正
』（
も

り
お
か
歴
史
文
化
館
所
蔵
本
）
の
序
文
で
言
及
が
な
い（

７
）、

追
加
の
情
報
が
多
く
藩

の
内
情
に
詳
し
い（

８
）、

阿
部
忠
秋
の
評
価
が
前
後
の
「
大
名
評
判
記
」
に
比
べ
て
高

い（
９
）、『
土
芥
寇
讎
記
』
の
み
側
用
人
の
牧
野
成
貞
が
登
場
し
な
い（

（1
（

な
ど
、
他
の
「
大

名
評
判
記
」
と
は
異
な
る
特
徴
を
持
つ
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で

は
『
土
芥
寇
讎
記
』
に
改
め
て
着
目
し
、『
土
芥
寇
讎
記
』
に
『
武
家
勧
懲
記
』

由
来
の
情
報
が
ど
れ
ほ
ど
含
ま
れ
て
い
る
の
か
を
検
証
す
る
。

検
証
の
対
象
は
出
雲
・
石
見
両
国
の
諸
藩
と
す
る
。
両
国
で
は
家
門
の
国
持
大

名
（
松
江
藩
）・
譜
代
中
藩
（
浜
田
藩
）・
外
様
小
藩
（
津
和
野
藩
・
吉
永
藩
）・

家
門
の
分
家
大
名
（
広
瀬
藩
・
母
里
藩
）
が
領
知
支
配
を
行
っ
て
お
り
、
藩
の
類

型
や
領
知
の
規
模
に
多
様
性
が
あ
る
。
藩
の
類
型
や
領
知
の
規
模
に
関
わ
ら
ず
同

一
の
傾
向
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
あ
る
い
は
こ
う
し
た
要
素
が
『
武
家

勧
懲
記
』
と
『
土
芥
寇
讎
記
』
の
関
係
に
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
を
考
え
て
み

た
い
。
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一
　『
武
家
勧
懲
記
』
諸
本
の
比
較

『
武
家
勧
懲
記
』
と
『
土
芥
寇
讎
記
』
を
比
較
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
は
『
武

家
勧
懲
記
』
諸
本
の
中
か
ら
比
較
対
象
と
す
る
本
を
選
定
す
る
。『
武
家
勧
懲
記
』

に
先
行
す
る
『
武
家
諫
忍
記
』
に
は
内
容
の
異
な
る
複
数
の
系
統
が
存
在
す
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
が（

（1
（

、『
武
家
勧
懲
記
』
に
つ
い
て
も
盛
岡
市
中
央

公
民
館
所
蔵
本
（
現
も
り
お
か
歴
史
文
化
館
所
蔵
）
の
内
容
が
他
の
諸
本
と
異
な

る
と
の
指
摘
が
あ
る（

（1
（

。『
土
芥
寇
讎
記
』
の
独
自
性
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、
で

き
る
だ
け
『
土
芥
寇
讎
記
』
と
内
容
が
重
な
る
『
武
家
勧
懲
記
』
を
比
較
対
象
と

す
る
必
要
が
あ
る
。『
土
芥
寇
讎
記
』
と
重
な
る
記
述
が
少
な
い
『
武
家
勧
懲
記
』

を
比
較
対
象
に
し
て
し
ま
う
と
、『
土
芥
寇
讎
記
』
の
独
自
性
を
過
大
に
評
価
す

る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

比
較
対
象
の
候
補
と
し
て
、
本
稿
で
は
Ａ
刈
谷
市
中
央
図
書
館
村
上
文
庫
所
蔵

本（
（1
（

（
以
下
、
村
上
文
庫
本
と
す
る
）・
Ｂ
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
本
（
以
下
、

内
閣
文
庫
本
と
す
る
）・
Ｃ
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本（

（1
（

（
以
下
、
国
会
図
書
館
本

と
す
る
）・
Ｄ
南
丹
市
立
文
化
博
物
館
小
出
文
庫
所
蔵
本（

（1
（

（
以
下
、
小
出
文
庫
本

と
す
る
）・
Ｅ
も
り
お
か
歴
史
文
化
館
所
蔵
本（

（1
（

（
以
下
、
盛
岡
本
と
す
る
）
の
計

五
点
を
検
討
し
た
（
以
下
、
引
用
に
際
し
て
は
こ
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
示
す
）。

『
武
家
勧
懲
記
』
に
は
こ
の
他
に
も
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
本
・
東
京
国
立
博
物
館

所
蔵
本
・
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本
・
萩
市
立
萩
図
書
館
所
蔵
本
な
ど
が
存

在
す
る
が（

（1
（

、
本
稿
で
は
検
討
の
対
象
に
含
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

五
点
の
『
武
家
勧
懲
記
』
を
比
較
し
た
結
果
、
本
稿
で
は
小
出
文
庫
本
を
『
土

芥
寇
讎
記
』
の
比
較
対
象
と
し
つ
つ
、
適
宜
他
の
諸
本
も
参
照
す
る
こ
と
と
し
た
。

そ
の
理
由
を
以
下
に
示
し
た
い
。

次
に
掲
げ
る
【
史
料
１
】
は
、
浜
田
藩
に
つ
い
て
述
べ
た
『
土
芥
寇
讎
記
』
の

一
節
で
あ
る
。

【
史
料
１
】『
土
芥
寇
讎
記
』
巻
第
二
十
一

家
中
ヘ
三
ツ
五
分
、
在
江
戸
ノ
詰
ヨ
シ
、
家
士
風
俗
ヲ
不
乱（

（1
（

、（
引
用
に
際

し
て
は
返
り
点
を
省
略
し
、
送
り
仮
名
に
つ
い
て
も
適
宜
省
略
し
た
。
ま
た
、

通
行
の
字
体
に
改
め
た
。
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
。
以
下
同
様
）

傍
線
部
に
「
在
江
戸
ノ
詰
ヨ
シ
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
浜
田
藩
の
記
事
に
の
み

見
ら
れ
る
表
現
で
あ
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
特
殊
な
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の

か
。
そ
の
理
由
は
、『
土
芥
寇
讎
記
』
編
纂
時
に
参
照
さ
れ
た
『
武
家
勧
懲
記
』

に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。【
史
料
１
】
に
対
応
す
る
『
武
家
勧
懲
記
』
の
記
述

を
見
て
み
よ
う
。

Ａ
家
中
ヘ
三
ツ
五
分
、
在
江
戸
之
年
百
石
付
五
人
扶
持
、
外
ニ
模
合
有
、
江
戸

詰
吉
、
家
士
風
俗
ヲ
不
乱
、

Ｂ
家
中
ヘ
三
ツ
五
分
、
在
江
戸
詰
吉
、
家
士
風
俗
ヲ
不
乱
、

Ｃ
家
中
ヘ
三
ツ
五
分
、
在
江
戸
ノ
年
百
石
付
五
人
扶
持
、
外
ニ
模
合
有
、
江
戸

詰
吉
、
家
士
風
俗
ヲ
不
乱
、

Ｄ
家
中
ヘ
三
ツ
五
分
、
在
江
戸
詰
吉
、
家
士
風
俗
ヲ
不
乱
、

Ｅ
家
中
ヘ
三
ツ
五
分
、
在
江
戸
ノ
年
百
石
ニ
付
五
人
扶
持
、
外
ニ
模
合
ア
リ
、

江
戸
詰
ヨ
シ
、
家
士
風
俗
ヲ
不
乱
、

Ａ
か
ら
Ｅ
の
う
ち
、
Ｂ
と
Ｄ
で
は
「
在
江
戸
詰
吉
」
と
い
う
【
史
料
１
】
と
同

様
の
文
言
が
用
い
ら
れ
て
い
る
（
一
重
傍
線
部
）。
そ
れ
に
対
し
、
Ａ
・
Ｃ
・
Ｅ

に
は
「
在
江
戸
詰
吉
」
と
い
う
文
言
は
な
く
、
代
わ
り
に
江
戸
詰
め
の
際
の
手
当

と
模
合
に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
る
（
二
重
傍
線
部
）。
こ
の
二
重
傍
線
部
か
ら
冒

頭
の
「
在
」
を
除
く
「
江
戸
之
年
百
石
付
五
人
扶
持
、
外
ニ
模
合
有
」
を
削
除
す

る
と
「
在
江
戸
詰
吉
」
と
な
り
、
Ｂ
・
Ｄ
の
文
章
に
一
致
す
る
。
こ
こ
か
ら
、
本

来
の
文
章
が
Ａ
・
Ｃ
・
Ｅ
の
二
重
傍
線
部
で
あ
り
、
Ｂ
・
Ｄ
の
「
在
江
戸
詰
吉
」

は
「
江
戸
」
が
重
な
る
た
め
に
生
じ
た
誤
写
あ
る
い
は
そ
の
転
写
だ
と
考
え
ら
れ

る
。右

の
検
討
に
よ
り
、【
史
料
１
】
の
「
在
江
戸
ノ
詰
ヨ
シ
」
と
い
う
表
現
は
、
Ｂ
・

Ｄ
系
統
の
『
武
家
勧
懲
記
』
に
由
来
す
る
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
Ｂ
（
内

閣
文
庫
本
）
と
Ｄ
（
小
出
文
庫
本
）
の
方
が
Ａ
・
Ｃ
・
Ｅ
よ
り
も
『
土
芥
寇
讎
記
』

に
近
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

【
史
料
２
】『
土
芥
寇
讎
記
』
巻
第
四

国
ニ
鳥
獣
魚
柴
薪
多
シ
、
就
中
毎
年
国
ノ
名
物
ト
テ
十
六
島
苔
公
儀
エ
献
上

ス
、
土
地
中
之
上
、

【
史
料
２
】
は
松
江
藩
の
領
知
に
関
す
る
一
文
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
応
す
る
『
武
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家
勧
懲
記
』
の
記
述
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

Ａ
国
ニ
禽
獣
魚
柴
薪
多
シ
、
土
地
中
之
上
、

Ｂ
国
ニ
禽
獣
魚
柴
薪
多
シ
、
土
地
中
ノ
上
、

Ｃ
国
ニ
禽
獣
魚
柴
薪
多
シ
、
土
地
中
之
上
、

Ｄ
国
ニ
鳥
獣
魚［

マ
マ
、柴
脱
カ
］

薪
多
シ
、
就
中
毎
年
公
儀
名
物
ト
テ
十
六
島
ト
云
苔
ミ
サ
キ
フ

リ
ト
指
上
ラ
ル
ヽ
、
土
地
中
ノ
上
、

Ｅ
国
ニ
禽
獣
魚
柴
薪
多
シ
、
土
地
中
之
上
、

Ａ
か
ら
Ｅ
を
比
較
す
る
と
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｅ
が
「
禽
獣
」
と
表
記
す
る
の
に

対
し
、
Ｄ
の
み
が
『
土
芥
寇
讎
記
』
と
同
様
に
「
鳥
獣
」
と
表
記
す
る
。
さ
ら
に

重
要
な
こ
と
に
、
Ｄ
と
『
土
芥
寇
讎
記
』
に
の
み
十
六
島
（
う
っ
ぷ
る
い
）
海
苔

の
献
上
に
関
す
る
記
載
が
あ
る
。
Ｄ
の
小
出
文
庫
本
を
除
く
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｅ
の

『
武
家
勧
懲
記
』
を
『
土
芥
寇
讎
記
』
の
比
較
対
象
と
し
た
場
合
、
十
六
島
海
苔

の
献
上
に
関
す
る
情
報
は
『
土
芥
寇
讎
記
』
独
自
の
も
の
と
誤
解
す
る
恐
れ
が
あ

る
。【

史
料
１
】
と
【
史
料
２
】
の
検
討
か
ら
、
五
点
の
『
武
家
勧
懲
記
』
は
内
閣

文
庫
本
（
Ｂ
）・
小
出
文
庫
本
（
Ｄ
）
系
統
と
村
上
文
庫
本
（
Ａ
）・
国
会
図
書
館

本
（
Ｃ
）・
盛
岡
本
（
Ｅ
）
系
統
の
二
系
統
に
分
類
可
能
な
こ
と
、
前
者
の
系
統

の
記
述
が
『
土
芥
寇
讎
記
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
小
出
文
庫
本
に

は
内
閣
文
庫
本
に
見
ら
れ
な
い
情
報
が
追
加
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
情
報
が
『
土
芥

寇
讎
記
』
に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
以
上
を
踏
ま
え
る
と
、

記
載
内
容
が
『
土
芥
寇
讎
記
』
に
最
も
近
い
の
は
小
出
文
庫
本
と
な
る
。

一
方
で
、『
土
芥
寇
讎
記
』
と
小
出
文
庫
本
の
間
に
は
齟
齬
も
見
ら
れ
る
。

『
土
芥
寇
讎
記
』
巻
第
二
十
五
、
津
和
野
藩
の
記
事
に
「
年
貢
所
納
四
ツ
ヨ
リ

五
ツ
六
ツ
迄
、
抨
シ
五
ツ
」
と
あ
る
。
対
応
す
る
『
武
家
勧
懲
記
』
の
記
述
は

Ａ
年
貢
所
納
四
ツ
、
在

［
脱
文
有
カ
］江戸
之
年
（
後
略
）

Ｂ
年
貢
所
納
四
ツ
ヨ
リ
五
ツ
六
ツ
マ
テ
、
抨
シ
五
ツ
、

Ｃ
年
貢
所
納
四
ツ
ヨ
リ
五
ツ
六
ツ
マ
テ
、
抨
シ
五
ツ
、

Ｄ
年
貢
所
納
四
ツ
ヨ
リ
六
ツ
迄
、
抨
シ
五
ツ
、

Ｅ
年
貢
所
納
四
ツ
、
在

［
脱
文
有
カ
］江戸
ノ
年
（
後
略
）

で
あ
り
、『
土
芥
寇
讎
記
』
の
「
四
ツ
ヨ
リ
五
ツ
六
ツ
」
に
は
Ｄ
の
小
出
文
庫
本

で
は
な
く
Ｂ
の
内
閣
文
庫
本
と
Ｃ
の
国
会
図
書
館
本
が
重
な
っ
て
い
る
。
こ
の
場

合
、
小
出
文
庫
本
の
み
を
比
較
対
象
と
す
る
と
、「
五
ツ
」
は
『
土
芥
寇
讎
記
』

独
自
の
情
報
と
判
断
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
理
由
に
よ
り
、
本
稿
で
は
小
出
文
庫
本
を
比
較
の
対
象
と
し
つ
つ
、『
土

芥
寇
讎
記
』
と
記
述
が
食
い
違
う
箇
所
に
つ
い
て
は
他
の
諸
本
の
記
述
も
参
照
す

る
こ
と
と
し
た
。

二
　『
武
家
勧
懲
記
』
と
『
土
芥
寇
讎
記
』
の
比
較
（
一
）
浜
田
藩

出
雲
・
石
見
の
諸
藩
は
石
高
順
に
『
武
家
勧
懲
記
』
と
『
土
芥
寇
讎
記
』
に
登

場
す
る
が
、
紙
幅
の
都
合
上
、
最
初
に
浜
田
藩
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。

検
討
の
便
宜
上
、
両
書
で
重
複
す
る
箇
所
に
網
掛
け
を
行
い
、
適
宜
改
行
し
て
丸

番
号
を
付
し
た
（
以
下
同
様
）。

【
史
料
３

－

１
】『
武
家
勧
懲
記
』
小
出
文
庫
本　

巻
第
十
五

①
一
、
松
平
周
防
守
源
康
賛　

従
五
位
下　

卯
十
九
歳

　

内
室
阿
部
播
磨
守
女

　

嫡
子　
　
　
　

②
本
国
参
河
、
生
国
武
州
、
本
氏
松
平

［
マ
マ
］［

盛
岡
本
―
松
井
］、
前
周
防
守
康
映

ノ
男
、
周
防
守
康
次
［
盛
岡
本
―
重
］
ノ
孫
也
、

③
先
祖
防
州
康
重
ヨ
リ
四
代
也
、
然
ル
ニ
御
当
家
ノ
忠
臣
、
三
州
一
国
ヨ
リ
天

下
御
一
偏
ニ
至
ル
迄
、
粉
骨
ノ
成
功
不
遑
記
、
因
茲
御
恩
賜
ニ
預
リ
、
領
地

ニ
所
々
ニ
替
リ
今
石
州
ニ
移
ル
、

　
［
盛
岡
本
―
此
家
伝
、
其
古
昔
之
儀
ハ
未
考
之
、
康
重
之
父
ヲ
ハ
松
井
左
近

忠
次
ト
号
ス
、
御
当
家
参
州
一
国
之
御
時
ヨ
リ
天
下
御
一
偏
ニ
到
ル
マ
テ
、

忠
次
・
康
重
国
々
所
々
ニ
於
テ
粉
骨
之
成
功
不
遑
記
、
因
茲
御
感
不
斜
、
重

賞
ニ
預
リ
、
康
重
ヨ
リ
初
テ
松
平
氏
ヲ
拝
称
シ
テ
、
名
望
ヲ
達
シ
テ
弥
忠
勤

ヲ
励
マ
ス
、（
中
略
）
息
両
人
、
長
子
主
計
頭
・
二
男
主
水
ト
号
ス
、
跡
式

不
残
主
計
拝
領
、
因
茲
又
周
防
守
ト
改
メ
、
専
ハ
ラ
勤
仕
セ
ラ
ル
、
有
増
右

ノ
分
ナ
リ
、］

④
居
城
石
見
ノ
内
浜
田
、
本
知
五
万
八
千
石
余
、
内
三
千
石
同
姓
久
ノ
丞
、
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五
千
石
同
甚
九
郎
ニ
配
分
シ
、
残
高
五
万
石
余
、
新
地
開
運
上
課
役
等
都
合

七
万
二
千
石
余
有
、
米
売

［
マ
マ
］

生
払
ト
モ
ニ
不
宜
、
サ
レ
ト
モ
国
並
ニ
テ
ハ
上

也
、
年
貢
所
納
五
ツ
ヨ
リ
六
ツ
迄
、
家
中
ヘ
三
ツ
五
分
、
在
江
戸
詰
吉
、
家

士
風
俗
ヲ
不
乱
、
静
ニ
シ
テ
淳
直
也
、
国
家
ノ
仕
置
吉
、
在
所
ニ
禽
獣
魚
薪

多［
マ
マ
、柴
脱
カ
］

シ
、
土
地
中
、
城
本
国
ノ
北
、
海
辺
ニ
テ
、
諸
事
自
由
、
一
国
ノ
内
ニ
テ

ノ
上
所
也
、

⑤
家
老
岡
田
・
都
筑

⑥
康
賛
当
年
家
督
ス
、
生
得
発
明
ニ
シ
テ
、
法
ヲ
守
リ
、
道
ヲ
正
ス
、
不
忿
不

侈
、
柔
和
ヲ
宗
ト
シ
テ
、
行
跡
悠
々
、
能
ク
家
民
ヲ
哀
憐
ス
ト
云
々
、

⑦
愚
評
議
曰
、
此
将
文
武
ヲ
学
フ
沙
汰
ナ
シ
ト
雖
ト
モ
、
本
文
違
ヒ
ナ
ク
ン
ハ
、

是
両
道
ト
モ
ニ
学
ン
テ
其
理
ヲ
明
ラ
メ
、
内
ニ
慎
ミ
、
外
ニ
発
セ
ラ
レ
サ
ル

カ
、
然
ル
故
ニ
行
跡
能
也
、
案
ス
ル
ニ
、
父
周
防
守
誉
レ
ノ
将
タ
リ
キ
、
能

先
考
ノ
道
徳
ニ
ナ
ラ
ヒ
、
君
臣
合
礼
シ
テ
、
悪
ヲ
懲
シ
、
善
ニ
勧
ミ
、
心
行

ヲ
正
シ
テ
、
以
テ
家
民
ヲ
恵
マ
ル
ヽ
成
ヘ
シ
、
誠
ニ
道
有
人
也
、

【
史
料
３

－

２
】『
土
芥
寇
讎
記
』
巻
第
二
十
一

①
一
、
松
平
周
防
守
源
康
賛　

従
五
位
下　

庚
午
ニ
三
十
三
歳　

紋
蔦

　

室
ハ
阿
部
播
磨
守
正
能
娘　

早
世

　

嫡
子
松
平
源
之
助　

童
名
千
次
郎

②
本
国
参
州
、
生
国
武
州
、
本
名
松
井
、
童
名
松
千
代
、
周
防
守
康
映
ノ
子
、

故
周
防
守
康
重
ノ
孫
也
、
寛
文
十
一
年
辛
亥
十
二
月
二
十
八
日
叙
従
五
位
下

任
主
計
頭
、
延
宝
三
年
乙
卯
二
月
二
十
五
日
父
康
映
之
家
督
ヲ
継
改
周
防

守
、

③
此
家
伝
古
来
事
不
分
明
、
中
古
先
祖
ハ
松
井
左
近
忠
次
、
有
故
賜
松
平
氏
号

松
平
周
防
守
、
是
ハ
於
遠
州
諏
訪
原
度
々
武
功
有
、
仰
ニ
云
、
周
ノ
武
王
ノ

武
功
ニ
不
劣
ト
テ
被
任
周
防
守
、
又
諏
訪
原
ヲ
ハ
准
牧
野
牧
原
ト
名
付
給

フ
、
忠
次
子
康
賛
也
ト
云
云
、

④
居
城
石
見
之
内
浜
田
自

江

戸

二
百
四
十
七
里
有

、
本
知
五
万
八
千
石
余
、
右
之
内
五
千
石
甚

九
郎
、
三
千
石
主
馬
ニ
配
分
、
残
高
五
万
石
余
、
新
地
開
運
上
課
役
掛
物
等

都
合
七
万
二
千
石
余
有
、
米
能
生
ス
、
払
不
宜
、
去
ト
モ
国
並
ニ
テ
ハ
上
也
、

年
貢
所
納
五
ツ
ヨ
リ
六
ツ
迄
、
家
中
ヘ
三
ツ
五
分
、
在
江
戸
ノ
詰
ヨ
シ
、
家

士
風
俗
ヲ
不
乱
、
静
ニ
シ
テ
淳
直
也
、
国
家
ノ
仕
置
吉
、
在
所
ニ
禽
獣
柴
薪

多
シ
、
土
地
中
也
、
城
本
国
ノ
北
、
海
辺
ニ
テ
、
諸
事
自
由
、
一
国
ノ
中
ニ

テ
ハ
上
所
也
、

⑤
家
老
岡
田
竹
右
衛
門
・
都
築
助
太
夫

⑥
康
賛
才
智
利
発
ニ
シ
テ
、
法
ヲ
守
リ
、
道
ヲ
正
ス
、
然
ト
モ
文
武
ノ
沙
汰
ナ

シ
、
不
忿
不
奢
、
柔
和
ヲ
旨
ト
シ
、
行
跡
悠
々
ト
シ
テ
、
能
ク
家
民
ヲ
哀
憐

ス
、
公
儀
之
事
ハ
諸
事
子
舅
阿
部
豊
後
守
正
武
ニ
窺
フ
故
ニ
越
度
ナ
シ
、
但

女
色
ヲ
好
事
節
ナ
リ
ト
云
リ
、

⑦
謳
歌
評［

説
脱
］云、

此
将
文
武
ヲ
学
フ
沙
汰
ナ
シ
ト
云
ト
モ
、
本
文
ノ
如
ク
ナ
ラ

ハ
、
両
道
共
ニ
学
テ
其
理
ヲ
明
、
内
ニ
慎
、
外
ニ
発
セ
サ
ル
故
ニ
行
跡
善
ナ

ル
者
歟
、
次
ニ
女
色
ノ
事
ハ
本
文
ニ
付
テ
思
ヒ
合
ス
ル
事
ア
リ
、
以
前
長
円

寺
ト
云
一
向
宗
ノ
住
持
ト
相
伴
康
賛
モ
通
ヒ
、
剩
遊
君
ヲ
請
出
シ
タ
ル
事
ニ

付
テ
、
目
明
ト
云
者
訴
人
シ
、
長
円
寺
ハ
遠
島
セ
ラ
ル
、
康
賛
の
身
体
薄
氷

ヲ
謟［

マ
マ
、蹈
カ
］

シ
カ
、
無
御
沙
汰
治
リ
タ
リ
シ
、
必
婬
乱
ナ
ル
失
出
来
ス
ル
者
ナ
レ
ハ
、

慎
ア
ル
ヘ
キ
事
也
、

両
書
と
も
、
冒
頭
に
大
名
の
名
字
・
名
乗
・
本
姓
・
実
名
・
位
階
・
年
齢
・
紋
・

正
室
・
嫡
子
の
情
報
が
記
さ
れ
る
（
史
料
中
の
①
。
以
下
、
丸
番
号
で
示
す
）。『
武

家
勧
懲
記
』
は
延
宝
三
年
乙
卯
（
一
六
七
五
）、『
土
芥
寇
讎
記
』
は
元
禄
三
年
庚

午（
一
六
九
〇
）を
基
準
に
作
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、『
土
芥
寇
讎
記
』
で
は
元
禄

三
年
に
合
わ
せ
て
情
報
が
更
新
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
間
に
代
替
わ
り
が
な
か
っ
た

浜
田
藩
で
は
年
齢
・
正
室
・
嫡
子
の
情
報
の
み
が
更
新
さ
れ
て
い
る
が
、
代
替
わ

り
が
あ
れ
ば
当
然
な
が
ら
名
字
・
本
姓
・
紋
を
除
く
項
目
が
更
新
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
な
お
、
小
出
文
庫
本
は
紋
の
記
載
が
欠
く
が
、
村
上
文
庫
本
に
は
「
紋
ツ

タ
ノ
葉
」
と
あ
る
。
書
写
の
過
程
で
漏
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

続
く
②
の
出
自
・
略
歴
の
記
載
で
は
、
童
名
の
有
無
・
祖
父
の
名
前
・
略
歴
に

違
い
が
見
ら
れ
る
。

童
名
の
記
載
は
『
土
芥
寇
讎
記
』
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。『
土
芥
寇
讎
記
』

に
先
行
す
る
『
武
家
諫
忍
記
』
と
『
武
家
勧
懲
記
』
に
は
童
名
の
記
載
が
な
く
、

こ
れ
は
『
土
芥
寇
讎
記
』
の
編
纂
者
が
入
手
し
た
情
報
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

祖
父
の
名
前
は
小
出
文
庫
本
で
は
「
康
次
」、『
土
芥
寇
讎
記
』
で
は
「
康
重
」
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と
な
っ
て
い
る
。『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
よ
れ
ば
、
康
賛
の
祖
父
の
名
前
は
「
康

重
」、
初
名
は
「
康
次
」
で
あ
っ
た
の
で（

（1
（

、
い
ず
れ
も
誤
り
で
は
な
い
。
小
出
文

庫
本
の
ほ
か
、
村
上
文
庫
本
・
国
会
図
書
館
本
・
内
閣
文
庫
本
も
「
康
次
」
と
す

る
が
、
盛
岡
本
に
は
「
康
重
」
と
あ
る
。『
土
芥
寇
讎
記
』
編
纂
時
に
参
照
さ
れ

た
『
武
家
勧
懲
記
』
で
も
「
康
重
」
と
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
、『
土
芥
寇

讎
記
』
の
編
纂
者
が
独
自
に
情
報
を
入
手
し
て
「
康
重
」
に
修
正
し
た
と
判
断
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

一
方
、
略
歴
は
『
土
芥
寇
讎
記
』
独
自
の
情
報
で
あ
る
。【
史
料
３

－

１
】
に

補
記
し
た
よ
う
に
盛
岡
本
に
は
家
督
の
継
承
や
周
防
守
任
官
の
事
実
が
記
さ
れ
て

い
る
が
、
任
官
日
の
情
報
は
『
土
芥
寇
讎
記
』
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。『
武
家
勧

懲
記
』
と
は
別
の
情
報
源
か
ら
情
報
を
得
て
記
述
し
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

家
伝
（
③
）
の
内
容
は
両
書
で
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
盛
岡
本
の
家
伝
の
記

事
は
一
部
省
略
し
た
が
、
諏
訪
原
で
の
武
功
や
周
の
武
王
の
逸
話
へ
の
言
及
は
な

く
、『
土
芥
寇
讎
記
』
と
は
重
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
部
分
も
『
土
芥

寇
讎
記
』
の
編
纂
者
が
入
手
し
た
情
報
に
基
づ
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

領
知
（
④
）
の
情
報
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
異
な
る
の
は
、
江
戸
か
ら
の
距

離
が
追
加
さ
れ
た
点
と
、「
米
売
生
払
ト
モ
ニ
不
宜
」
が
「
米
能
生
ス
、
払
不
宜
」

に
書
き
換
え
ら
れ
た
点
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
そ
の
理
由
は
わ
か
ら
な
い
。

江
戸
在
住
の
人
物
が
読
者
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

後
者
の
書
き
換
え
は
、『
武
家
勧
懲
記
』
に
先
行
す
る
『
武
家
諫
忍
記
』
の
段

階
で
の
誤
記
・
誤
写
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
武
家
諫
忍
記
』
の
中
で
も

成
立
時
期
が
早
い
と
さ
れ
る
加
賀
市
立
図
書
館
聖
藩
文
庫
所
蔵
本（

（2
（

（
以
下
、
聖
藩

文
庫
本
と
す
る
）
で
は
、
当
該
箇
所
は
「
米
コ
ク

0

0

生
払
ト
モ
ニ
吉
」
と
記
さ
れ
て

い
た
（
傍
点
引
用
者
。
以
下
同
様
）。
そ
れ
が
、
刈
谷
市
中
央
図
書
館
村
上
文
庫

所
蔵
本（

（2
（

で
は
「
米
売0

生
払
共
ニ
不
宜
」
と
な
っ
て
い
る
。
ど
う
や
ら
、
本
来
「
米

穀0

生
払
」
と
表
記
す
べ
き
も
の
が
ど
こ
か
の
段
階
で
「
米
売0

生
払
」
と
誤
記
さ
れ
、

引
き
継
が
れ
た
ら
し
い
。
だ
が
「
米
売
生
払
ト
モ
ニ
不
宜
」
で
は
意
味
が
通
ら
な

い
た
め
、『
土
芥
寇
讎
記
』
の
編
纂
者
は
「
米
能
生
ス
、
払
不
宜
」
と
解
釈
し
た

の
だ
ろ
う
。
こ
の
推
論
が
正
し
け
れ
ば
、「
米
の
生
育
と
払
い
は
共
に
よ
ろ
し
く

な
い
」
と
の
記
述
が
、「
米
の
生
育
は
よ
い
、
払
い
は
よ
ろ
し
く
な
い
」
に
変
化

し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。

⑤
の
家
老
の
項
目
で
は
家
老
た
ち
の
名
前
が
追
加
さ
れ
た
。
こ
れ
は
『
土
芥
寇

讎
記
』
よ
り
後
に
成
立
す
る
「
大
名
評
判
記
」
に
も
見
ら
れ
な
い
、『
土
芥
寇
讎
記
』

独
自
の
情
報
で
あ
る
。『
武
家
勧
懲
記
』
と
は
別
の
情
報
源
を
参
照
し
、
家
老
家

に
変
更
が
な
か
っ
た
た
め
に
名
前
の
み
を
追
加
し
た
の
だ
ろ
う
。

⑥
の
大
名
の
人
柄
・
行
跡
と
⑦
の
評
は
、『
武
家
勧
懲
記
』
に
由
来
す
る
文
章

と
『
土
芥
寇
讎
記
』
独
自
の
文
章
が
混
在
し
て
い
る
。
人
柄
・
行
跡
の
項
目
は
『
武

家
勧
懲
記
』
を
ほ
ぼ
す
べ
て
引
用
し
た
上
で
新
た
な
情
報
を
追
加
し
て
い
る
の
に

対
し
、
評
の
項
目
は
『
武
家
勧
懲
記
』
の
評
を
す
べ
て
引
用
す
る
の
で
は
な
く
、

前
半
の
み
を
採
用
し
て
独
自
の
文
章
を
追
加
す
る
と
い
う
違
い
が
見
ら
れ
る
。

本
章
の
検
討
結
果
を
整
理
し
て
お
こ
う
。『
土
芥
寇
讎
記
』
に
記
載
さ
れ
て
い

る
各
項
目
の
中
身
は
、（
一
）『
武
家
勧
懲
記
』
に
は
見
ら
れ
な
い
独
自
の
も
の
、

（
二
）『
武
家
勧
懲
記
』
の
文
章
に
独
自
の
文
章
を
追
加
し
た
も
の
、（
三
）『
武
家

勧
懲
記
』
の
内
容
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
も
の
、
の
三
種
類
に
分
類
す
る
こ

と
が
で
き
る
。（
一
）
に
は
童
名
・
略
歴
・
家
伝
・
家
老
の
名
前
、（
二
）
に
は
人

柄
・
行
跡
と
評
、（
三
）
に
は
領
知
が
該
当
す
る
。
出
自
の
項
目
は
い
ず
れ
に
該

当
す
る
の
か
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
大
名
の

名
前
や
年
齢
、
官
位
、
正
室
と
嫡
子
の
情
報
は
元
禄
三
年（
一
六
九
〇
）
に
合
わ

せ
て
適
宜
更
新
さ
れ
て
い
る
。

右
の
分
類
は
他
の
諸
藩
の
記
述
で
も
該
当
す
る
の
か
、
章
を
改
め
て
検
討
す
る

こ
と
に
し
よ
う
。

三
　『
武
家
勧
懲
記
』
と
『
土
芥
寇
讎
記
』
の
比
較
（
ニ
）
そ
の
他
の
出
雲
・
石

見
諸
藩

　
　
１
　
松
江
藩

【
史
料
４

－

１
】『
武
家
勧
懲
記
』
小
出
文
庫
本　

巻
第
二

①
一
、
松
平
出
羽
守
源
綱
周　

従
四
位
下　

卯
十
七
歳　

紋
桐
又
葵

　
（
中
略
）

②
本
国
三
州
、
生
国
武
州
、
先
出
羽
守
綱
隆
ノ
息
、
出
羽
守
直
政
ノ
孫
也
、
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③
祖
父
直
政
ハ
中
納
言
秀
康
公
ノ
三
男
、
家
伝
ノ
子
細
ハ
同
氏
越
後
守
ノ
記
ニ

書
ス
、（
中
略
）

④
居
城
出
雲
国
ノ
内
松
江
、
本
知
十
八
万
六
千
石
余
、
外
ニ
隠
岐
国
ニ
御
預
リ

領
ア
ル
、
新
田
開
キ
運
上
課
役
懸
物
等
外
ニ
七
万
石
余
有
、
然
ト
モ
末
ノ

家
々
ヘ
分
地
故
ニ
治
ル
処
不
足
セ
リ
、
米
売

［
マ
マ
］

生
シ
払
ト
モ
ニ
大
抵
也
、
年

貢
所
納
五
ツ
五
分
、
家
中
ヘ
四
ツ
、
在
江
戸
ノ
年
ハ
四
ツ
八
分
、
百
石
ニ
付

テ
一
ケ
月
ニ
銀
子
七
十
五
匁
宛
ノ
下
シ
銀
有
、
国
役
百
石
ニ
付
二
石
宛
出

ス
、
又
軍
用
料
ト
云
テ
外
ニ
七
石
宛
先
代
ヨ
リ
所
納
ス
ト
也
、
江
戸
詰
吉
、

国
ト
テ
モ
サ
ノ
ミ
悪
カ
ラ
ス
、
国
ニ
鳥
獣
魚［

マ
マ
、柴
脱
カ
］

薪
多
シ
、
就
中
毎
年
公
儀
名
物

ト
テ
十
六
島
ト
云
苔
ミ
サ
キ
フ
リ
ト
指
上
ラ
ル
ヽ
、
土
地
中
ノ
上
、
城
本
国

之
西
北
、
入
海
辺
也
、
静
カ
ナ
ル
所
、
因
幡
鳥
取
ヘ
近
シ
、
国
家
ノ
仕
置
悪

儀
ナ
シ
、
他
国
ト
違
ヒ
領
分
ニ
テ
酒
ヲ
造
ル
コ
ト
ヲ
禁
ス
ト
聞
ユ
、

⑤
家
老
小
田
・
乙
部
・
三
谷
・
朝
日
・
神
谷
・
村
松

⑥
出
羽
守
心
意
悠
々
ト
シ
テ
、
行
ヒ
正
シ
、
未
タ
若
年
タ
レ
ト
モ
将
ノ
威
備
ル
、

文
武
両
道
ヲ
学
フ
サ
タ
ハ
不
聞
、
国
家
ノ
仕
置
上
野
介
・
家
老
等
相
談
ニ
テ

ト
リ
行
フ
、

⑦
愚
評
議
曰
、
此
将
未
若
年
ト
云
ヘ
ト
モ
、
心
意
行
跡
正
シ
ク
、
其
上
威
備
ル

事
、
主
将
ノ
法
ニ
叶
ヘ
リ
、（
中
略
）
サ
ナ
ク
ン
ハ
其
君
私
意
放
埓
成
ヘ
シ
、

然
ハ
則
慢
心
邪
僻
ノ
基
ニ
シ
テ
、
行
跡
宜
シ
カ
ル
マ
シ
、
古
語
曰
、
臣
不
争

則
陥
君
於
無
道
云
々
、
是
ニ
依
テ
幼
少
成
君
ヲ
守
護
シ
、
若
将
ノ
後
見
タ
ル

臣
下
ノ
心
意
、
大
方
ニ
テ
ハ
叶
カ
タ
シ
、（
後
略
）

【
史
料
４

－

２
】『
土
芥
寇
讎
記
』
巻
第
四

①
一
、
松
平
出
羽
守
源
綱
通　

従
四
位
下
侍
従　

庚
午
ニ
三
十
一
歳　

紋
桐

　
（
中
略
）

②
本
国
参
州
、
生
国
武
州
、
先
出
羽
守
綱
隆
子
、
故
出
羽
守
直
政
ノ
孫
也
、
童

名
万
助
、
初
綱
周
、
後
改
綱
近
、
寛
文
十
一
年
辛
亥
八
月
二
十
五
日
初
御
目

見
、
延
宝
元
年
癸
丑
十
二
月
二
十
一
日
元
服
、
叙
従
四
位
下
任
甲
斐
守
、
賜

御
諱
字
号
綱
周
後
改
綱
近
、

又
改
綱
通

、
同
三
年
乙
卯
五
月
二
十
九
日
父
継
家
督
、
同
十
二

月
二
十
七
日
任
侍
従
、
改
出
羽
守
也
、

④
居
城
出
雲
国
松
江
自
江
戸

二
百
六
里

、
本
知
十
八
万
六
千
石
余
、
外
ニ
隠
岐
国
ニ
御
預
之

領
ア
リ
、
新
田
開
運
上
課
役
掛
物
等
外
ニ
七
万
石
余
ア
リ
、
然
ト
モ
末
之

家
々
ヘ
分
知
ス
ル
故
ニ
治
処
不
足
セ
リ
、
米
能
生
、
払
大
抵
也
、
年
貢
納
所

五
ツ
五
分
、
家
中
ヘ
四
ツ
、
在
江
戸
之
年
四
ツ
八
分
、
百
石
ニ
付
テ
一
箇
月

銀
子
七
十
五
匁
宛
ヲ
下
ス
銀
ア
リ
、
国
役
百
石
ニ
付
二
石
ツ
ヽ
出
ス
、
又
軍

用
料
ト
云
テ
外
ニ
七
石
宛
先
代
ヨ
リ
所
納
ス
ト
云
云
、
江
戸
詰
良
、
国
ト
テ

モ
サ
ノ
ミ
悪
カ
ラ
ス
、
国
ニ
鳥
獣
魚
柴
薪
多
シ
、
就
中
毎
年
国
ノ
名
物
ト
テ

十
六
島
苔
公
儀
エ
献
上
ス
、
土
地
中
之
上
、
城
本
国
之
西
北
ニ
有
、
入
海
也
、

静
ナ
ル
所
也
、
因
州
鳥
取
ヘ
近
シ
、
国
家
ノ
仕
置
悪
キ
儀
ナ
シ
、
他
国
ト
違

ヒ
領
分
ニ
於
テ
酒
造
ル
事
ヲ
禁
ス
、
是
ハ
先
代
世
上
飢
饉
シ
テ
米
欠
乏
ノ
砌

此
掟
ヲ
出
セ
ル
ト
聞
フ
、

⑤
家
老
乙
部
九
郎
兵
衛
・
村
松
将
監

　

右
之
外
有
小
田
・
三
谷
・
朝
日
・
神
谷
等
之
事
、

⑥
綱
通
生
得
利
根
ニ
、
心
意
悠
々
ト
シ
テ
、
行
ヒ
正
シ
、
未
タ
若
年
タ
リ
シ
時

家
督
相
続
シ
、
政
道
ハ
家
老
共
執
行
タ
リ
シ
、
成
長
ノ
今
自
身
政
道
ス
ル
ニ
、

以
前
伯
父
松
平
上
野
介
近
栄
後
見
シ
家
老
共
ト
相
談
セ
シ
時
ヨ
リ
ハ
、
遥
ニ

増
ナ
ル
ヘ
シ
ト
ノ
沙
汰
也
、
然
ト
モ
文
武
両
道
ヲ
被
学
沙
汰
ナ
シ
、
家
中
ノ

風
俗
大
概
也
、
人
使
ハ
宜
ト
聞
フ
、
祖
父
出
羽
守
直
政
人
使
能
、
侍
ヲ
愛
セ

シ
カ
ト
モ
、
吝
嗇
ニ
シ
テ
禄
ヲ
賜
フ
事
ナ
ク
、
口
ニ
テ
計
情
ラ
シ
ク
云
シ
故

ニ
、
油
口
ト
批
判
セ
シ
カ
ト
モ
、
家
人
共
ハ
懐
付
シ
ト
也
、
況
ヤ
詞
ノ
情
有

テ
、
且
奉
公
ノ
忠
勤
ニ
依
テ
俸
禄
ヲ
与
賜
ハ
、
猶
以
奉
公
ヲ
可
励
、
今
ノ
綱

通
ハ
人
使
宜
シ
ト
ハ
イ
ヘ
共
、
俸
禄
ヲ
与
ル
事
モ
稀
ニ
、
且
又
油
口
ノ
情
タ

モ
ナ
ケ
レ
ハ
、
祖
父
直
政
ニ
ハ
劣
ナ
ル
ヘ
シ
ト
ナ
リ
、

⑦
謳
歌
評
説
云
、
綱
通
ノ
事
、
本
文
ノ
如
ナ
ラ
ン
ニ
ハ
、
差
テ
悪
難
ナ
シ
、
利

根
ナ
リ
ト
云
ル
モ
善
也
、
人
ニ
利
根
・
利
発
・
利
口
ノ
三
ノ
品
ア
リ
、（
中
略
）

但
成
長
ノ
今
、
智
恵
有
ト
自
ラ
許
テ
慢
心
多
キ
ト
沙
汰
ア
レ
ハ
、
是
邪
辟
ノ

基
ト
成
テ
宜
カ
ル
マ
シ
、
臣
ト
シ
テ
不
諫
有
ヘ
カ
ラ
ス
、
古
語
曰
、
臣
不
諫

則
陥
君
於
無
道
ト
云
云
、
次
ニ
、
文
武
ヲ
不
学
事
、
主
将
ノ
大
ナ
ル
疵
ト
云

ヘ
シ
、（
後
略
）

松
江
藩
の
記
事
で
注
目
す
べ
き
は
、
家
伝
（
③
）・
人
柄
・
行
跡
（
⑥
）・
評
（
⑦
）

の
項
目
で
あ
る
。
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浜
田
藩
の
事
例
で
は
『
武
家
勧
懲
記
』・『
土
芥
寇
讎
記
』
の
両
書
と
も
家
伝
を

掲
載
し
て
い
た
の
に
対
し
、
松
江
藩
の
場
合
、『
土
芥
寇
讎
記
』
に
は
家
伝
の
記

載
が
な
い
。
理
由
は
定
か
で
は
な
い
が
、『
土
芥
寇
讎
記
』
の
編
纂
者
は
松
江
藩

松
平
家
の
家
伝
を
掲
載
す
る
必
要
は
な
い
と
判
断
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点

は
、
本
稿
の
主
題
と
は
逆
の
「
記
載
さ
れ
な
い
情
報
」
か
ら
見
え
る
『
土
芥
寇
讎

記
』
の
独
自
性
と
言
え
よ
う
。

人
柄
・
行
跡
の
項
目
で
は
新
し
い
情
報
が
追
加
さ
れ
た
。『
武
家
勧
懲
記
』
と

重
な
る
部
分
は
断
定
調
、
追
加
情
報
の
部
分
は
「
遥
ニ
増
ナ
ル
ヘ
シ
ト
ノ
沙
汰
也
」

「
人
使
ハ
宜
ト
聞
フ
」「
祖
父
直
政
ニ
ハ
劣
ナ
ル
ヘ
シ
ト
ナ
リ
」
と
伝
聞
調
に
な
っ

て
い
る
。

評
の
方
は
『
武
家
勧
懲
記
』
か
ら
一
節
だ
け
を
転
用
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
割
合
は
六
一
行
中
五
行
ほ
ど
で
あ
り
、『
土
芥
寇
讎
記
』
の
松
平
綱
通
評
は

実
質
的
に
独
自
の
も
の
と
評
価
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
ほ
か
、
領
知
の
項
目
に
一
文
が
追
加
さ
れ
た
こ
と
も
指
摘
し
て
お
こ
う
。

こ
れ
が
『
土
芥
寇
讎
記
』
編
纂
者
の
手
に
な
る
も
の
か
、
あ
る
い
は
編
纂
時
に
参

照
さ
れ
た
『
武
家
勧
懲
記
』
の
段
階
で
追
加
さ
れ
て
い
た
も
の
な
の
か
、
現
時
点

で
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　
　
２

　
津
和
野
藩

津
和
野
藩
で
は
天
和
元
年
（
一
六
八
一
）
二
月
に
亀
井
茲
政
か
ら
茲
親
へ
と
代

替
わ
り
し
て
お
り（

（2
（

、『
武
家
勧
懲
記
』
と
『
土
芥
寇
讎
記
』
で
は
別
の
人
物
が
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
出
自
・
略
歴
に
つ
い
て
は
省
略
し
、
家
伝
以
下
の

記
事
に
つ
い
て
比
較
す
る
こ
と
と
す
る
。

【
史
料
５

－
１
】『
武
家
勧
懲
記
』
小
出
文
庫
本　

巻
第
十
九

①
一
、
亀
井
能
登
守
源
茲
政　

従
五
位
下　

卯
五
十
八
歳　

紋
丸
ニ
四
ツ
目
結

　
（
中
略
）

③
此
家
伝
本
氏
佐
々
木
塩
冶
判
官
高
貞
ノ
末
流
タ
リ
ト
云
云
、
先
祖
往
昔
ノ
儀

ハ
未
考
之
、
祖
父
武
州
政
直
、
織
田
信
長
・
豊
臣
秀
吉
ノ
時
代
麾
下
ニ
候
シ

テ
国
々
所
々
軍
忠
ヲ
励
シ
、（
中
略
）

④
居
城
石
見
ノ
内
津
和
野
、
本
知
四
万
五
千
石
、
内
三
千
石
舎
弟
貞
右
衛
門
ニ

配
分
シ
、
御
旗
本
ニ
候
ス
、
新
地
運
上
課
役
掛
物
等
都
合
五
万
五
千
石
余
有
、

米
売

［
マ
マ
］

生
払
ト
モ
ニ
中
ノ
上
、
年
貢
所
納
四
ツ
ヨ
リ
六
ツ
迄
［
内
閣
文
庫
本

―
四
ツ
ヨ
リ
五
ツ
六
ツ
マ
テ
］、
抨
シ
五
ツ
、
家
中
ヘ
四
ツ
、
在
江
戸
ノ
時

百
石
ニ
付
四
人
扶
持
、
外
ニ
模
合
有
、
江
戸
詰
吉
ト
雖
ト
モ
門
ノ
出
入
稠
シ

ク
、
其
外
諸
法
度
強
ク
難
義
セ
シ
ム
、
家
士
風
俗
不
宜
、
民
間
穏
カ
ナ
ラ
ス
、

在
所
ニ
禽
獣
魚
柴
薪
有
、
土
地
中
ノ
上
、
城
本
国
ノ
南
、
海
辺
近
シ
、

⑤
家
老
多
胡
・
加
藤
・
在
原

⑥
茲
政
文
武
ヲ
不
好
、
然
レ
ト
モ
行
跡
正
ク
、
礼
法
ヲ
専
ラ
ニ
シ
、
柔
和
ニ
シ

テ
不
忿
、
家
民
ヲ
撫
育
シ
不
貪
ト
云
云
、

⑦
愚
評
議
曰
、
文
武
ヲ
不
好
ト
イ
ヘ
ト
モ
能
国
家
ヲ
治
ル
有
、
又
才
智
発
明
ニ

シ
テ
道
ヲ
守
テ
嗜
ヤ
ウ
ナ
レ
ト
モ
政
道
不
宜
モ
有
、（
後
略
）

【
史
料
５

－

２
】『
土
芥
寇
讎
記
』
巻
第
二
十
五

①
一
、
亀
井
能
登
守
源
茲
親　

従
五
位
下　

庚
午
二
十
一
歳　

紋
四
ツ
目
結

　
（
中
略
）

③
此
家
伝
佐
々
木
五
郎
義
清
之
後
胤
、
湯
三
郎
惟
宗
戦
負
于
毛
利
陸
奥
守
元

就
、
浪
々
シ
江
州
ニ
来
リ
改
惟
政
、
後
号
亀
井
信
濃
守
、（
中
略
）

④
居
城
石
見
之
内
津
和
野
自

江

戸

二
百
四
十
七
里
有

、
本
知
四
万
五
千
石
、
内
三
千
石
伯
父
貞

右
衛
門
ニ
配
分
、
残
高
四
万
二
千
石
、
新
地
開
運
上
課
役
掛
物
等
都
合

五
万
五
千
石
余
、
米
能
生
ス
、
払
中
ノ
上
、
年
貢
所
納
四
ツ
ヨ
リ
五
ツ
六
ツ

迄
、
抨
シ
五
ツ
、
家
中
ヘ
四
ツ
、
在
江
戸
ノ
年
百
石
ニ
付
四
人
扶
持
、
外
ニ

模
合
有
、
江
戸
詰
吉
ト
云
ト
モ
門
ノ
出
入
稠
ク
、
其
外
諸
法
度
強
難
儀
セ
シ

ム
、
但
父
茲
政
ノ
時
ヨ
リ
ハ
少
シ
ヨ
シ
、
家
士
ノ
風
俗
不
宜
、
民
間
モ
不
穏
、

在
所
ニ
禽
獣
魚
柴
薪
有
、
土
地
中
ノ
上
、
城
本
国
ノ
南
、
海
辺
近
シ
、
自
由

叶
フ
、

⑤
家
老
多
胡
主
水
・
牧
図
書

⑥
茲
親
若
年
タ
レ
ト
モ
、
利
発
也
、
行
跡
悪
カ
ラ
ス
、
士
民
ノ
政
道
ハ
家
老
ト

モ
執
行
フ
、
臣
ニ
善
人
ナ
キ
故
ニ
、
士
モ
難
儀
シ
、
民
モ
安
楽
ナ
ラ
ス
、
然

ト
モ
士
民
ヲ
奪
ヒ
貪
ル
ニ
ハ
非
ス
、
余
リ
禎
ニ
、
法
度
稠
キ
故
ニ
、
上
下
迷

惑
ス
、
是
老
臣
ノ
智
ナ
キ
故
也
、
茲
親
文
武
ヲ
不
学
、
緩
々
ト
シ
テ
、
光
陰

ヲ
送
ル
ニ
諫
ヲ
入
ル
臣
ナ
シ
、
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⑦
謳
歌
評
説
云
、
此
将
若
年
タ
ル
故
ニ
、
政
道
ヲ
臣
下
ニ
任
ラ
ル
事
尤
ナ
レ
ト

モ
、
二
十
歳
ニ
余
ル
人
、
其
臣
ノ
智
愚
善
悪
ヲ
モ
不
知
事
、
才
智
ト
ハ
云
難

シ
、（
後
略
）

家
伝
の
項
目
（
③
）
は
【
史
料
５

－

１
】
と
【
史
料
５

－

２
】
で
重
な
る
所
が

な
い
。
前
章
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、『
土
芥
寇
讎
記
』
の
家
伝
の
項
目
は
独
自
の

情
報
に
基
づ
い
て
執
筆
さ
れ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

領
知
の
項
目
（
④
）
は
浜
田
藩
・
松
江
藩
と
同
様
に
『
武
家
勧
懲
記
』
の
情
報

を
そ
の
ま
ま
転
用
し
て
い
る
が
、「
但
父
茲
政
ノ
時
ヨ
リ
ハ
少
シ
ヨ
シ
」
と
い
う

一
文
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
末
尾
の
「
自
由
叶
フ
」
と
い
う
情
報
は
五
点
の
『
武

家
勧
懲
記
』
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、『
武
家
勧
懲
記
』
に
先
行
す
る
『
武
家

諫
忍
記
』
の
聖
藩
文
庫
本
に
「
諸
事
自
由
叶
」
と
あ
る
。『
土
芥
寇
讎
記
』
編
纂

時
に
参
照
さ
れ
た
『
武
家
勧
懲
記
』
に
も
「
自
由
叶
フ
」
と
い
う
情
報
が
記
載
さ

れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

家
老
の
項
目
（
⑤
）
で
は
加
藤
・
在
原
両
名
か
ら
牧
図
書
に
情
報
が
更
新
さ
れ

た
。
こ
れ
ま
で
に
検
討
し
た
浜
田
藩
・
松
江
藩
で
は
家
老
家
に
変
更
が
な
か
っ
た

た
め
に
名
前
が
追
加
さ
れ
る
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
津
和
野
藩
で
は
入
れ
替
え
が
行

わ
れ
て
い
る
。

人
柄
・
行
跡
（
⑥
）
と
評
（
⑦
）
は
対
象
と
な
る
人
物
が
異
な
る
た
め
に
『
土

芥
寇
讎
記
』
独
自
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
先
代
の
茲
政
に
対
す
る

「
家
臣
や
民
を
貪
ら
な
い
」
と
い
う
評
価
が
茲
親
に
対
す
る
評
に
も
見
ら
れ
る
。

実
際
に
そ
う
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
こ
の
一
文
の
み
流
用
し
た
の
か
、
判
断

材
料
が
な
く
、
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
　
３
　
広
瀬
藩

【
史
料
６

－
１
】『
武
家
勧
懲
記
』
小
出
文
庫
本　

巻
第
二
十
三

①
一
、
松
平
上
野
介
源
近
栄　

従
五
位
下　

卯
四
十
二
歳　

紋
桐

　

内
室
同
名
但
馬
守
女

　

嫡
子
式
部

②
本
国
三
河
、
生
国
武
州
、
出
羽
守
直
政
之
二
男
、
前
三
河
守
秀
康
卿
ノ
孫
、

母
ハ
松
平
甲
斐
守
忠
良
之
女

③
此
家
伝
同
名
出
羽
守
記
ニ
書
ス
、（
中
略
）

④
居
城
出
雲
之
内
広
瀬
、
本
知
三
万
石
、
運
上
課
役
懸
物
等
外
ニ
八
千
石
余
ア

リ
、
米
穀
生
払
ト
モ
中
抵
也
、
年
貢
所
納
五
ツ
ヨ
リ
七
ツ
迄
、
抨
シ
五
ツ
五

分
、
家
中
ヘ
四
ツ
成
、
在
江
戸
ノ
年
八
分
増
并
ニ
百
石
ニ
付
テ
一
ケ
月
ニ

七
十
五
［
内
閣
文
庫
本
―
三
］
匁
宛
下
ス
、
国
役
二
石
宛
出
ス
、
江
戸
詰
吉
、

国
ニ
住
居
シ
テ
モ
悪
カ
ラ
ス
、
領
所
ニ
禽
獣
魚
柴
薪
等
多
シ
、
土
地
中
ノ
上
、

居
所
静
カ
ニ
シ
テ
自
由
吉
、

⑤
家
老
片
山
・
鈴
木

⑥
近
栄
生
得
悠
然
ト
シ
テ
、
行
跡
静
カ
也
、
少
々
文
武
ヲ
学
ヒ
、
道
ヲ
守
ル
、

国
家
之
政
道
法
也
、

⑦
愚
評
議
曰
、
夫
主
将
ト
シ
テ
ハ
、
文
武
ヲ
学
ヒ
、
国
家
ヲ
正
シ
、
行
跡
ヲ
専

ラ
嗜
ミ
、
善
道
ニ
至
ル
事
然
、
三
略
ニ
曰
、
夫
主
将
ノ
法
ハ
（
中
略
）
是
目

前
ノ
鑑
成
ヘ
シ
、
然
ル
ニ
近
栄
文
武
ノ
道
ヲ
学
ヒ
、
行
跡
正
シ
ク
、
道
ヲ
以

テ
家
民
之
仕
置
セ
ラ
ル
ヽ
ナ
レ
ハ
、
善
将
タ
リ
、
最
前
伯
父
但
馬
守
猶
子
ト

ナ
ラ
ル
ヽ
時
ハ
、
養
父
ノ
所
行
ヲ
甚
タ
悔
テ
、
事
々
諫
言
ヲ
ナ
シ
、
補
佐
ア

リ
シ
ト
カ
ヤ
、
誉
レ
ノ
将
ナ
リ
ト
云
云
、

【
史
料
６

－

２
】『
土
芥
寇
讎
記
』
巻
第
二
十
八

①
一
、
松
平
上
野
介
源
近
栄　

従
五
位
下　

庚
午
五
十
六　

紋
桐

　

室
ハ
松
平
若
狭
守
直
明
姉

　

嫡
子
松
平
式
部
少
輔
近
時　

童
名
大
助
、
寛
文
十
三
年
癸
巳
四
月
二
十
八
日

始
テ
御
目
見
、
延
宝
三
年
乙
卯
十
二
月
二
十
七
日
叙
従
五
位
下
任
式
部
少

輔
、

②
本
国
参
州
、
生
国
武
州
、
童
名
大
助
、
前
出
羽
守
直
政
ノ
子
、
越
前
中
納
言

秀
康
卿
之
孫
也
、
永［

マ
マ
、承
］

応
元
年
壬
辰
十
二
月
二
十
八
日
叙
従
五
位
下
任
上
野

介
、
天
和
二
年
壬
戌
二
月
十
日
松
平
越
後
守
光
長
家
老
小
栗
美
作
・
荻
田
主

馬
相
論
之
時
、
内
証
ノ
取
扱
悪
敷
ニ
付
高
三
万
石
之
内
一
万
五
千
石
被
召

上
、
貞
享
三
年
丙
寅
七
月
十
二
日
五
千
石
御
加
増
、
都
合
二
万
石
ヲ
領
ス
、

④
居
所
出
雲
之
内
広
瀬
自
江
戸

二
百
里

、
本
知
二
万
石
、
運
上
課
役
掛
物
等
外
ニ
六
千
石

有
、
米
能
生
ス
、
払
中
也
、
年
貢
所
納
五
ツ
ヨ
リ
七
ツ
迄
、
抨
シ
五
ツ
五
分
、

家
中
ヘ
四
ツ
、
在
江
戸
ノ
年
八
分
増
并
ニ
百
石
ニ
付
一
ケ
月
ニ
七
十
三
匁
宛
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渡
ス
、
国
役
百
石
ヨ
リ
二
石
宛
出
ス
、
勿
論
現
米
也
、
江
戸
詰
ヨ
シ
、
在
国

ノ
輩
モ
悪
カ
ラ
ス
、
地
ニ
禽
獣
魚
柴
薪
多
シ
、
土
地
中
之
上
、
居
所
静
ニ
シ

テ
自
由
ヨ
シ
、

⑤
家
老
片
山
五
左
衛
門
・
鈴
木
安
右
衛
門

⑥
近
栄
生
得
悠
然
ト
シ
テ
、
行
跡
静
也
、
少
々
文
武
ヲ
学
ヒ
、
道
ヲ
守
ル
、
国

家
仕
置
法
ニ
叶
フ
、
但
少
理
発
過
ル
、

⑦
謳
歌
評
説
ニ
云
、
夫
主
将
ト
シ
テ
ハ
、
文
武
ヲ
学
ヒ
、
国
家
ヲ
正
シ
、
行
跡

ヲ
嗜
、
善
道
ニ
至
ル
事
尤
也
、
三
略
云
、
夫
主
将
ノ
法
ハ
（
中
略
）
是
目
前

ノ
鏡
也
、
然
ル
ニ
近
栄
ハ
文
武
ノ
両
道
ヲ
学
ヒ
、
行
跡
正
ク
、
道
ヲ
以
家
民

ノ
仕
置
セ
ラ
ル
ト
ナ
レ
ハ
、
善
将
也
、

こ
れ
ま
で
の
事
例
と
は
異
な
り
、
広
瀬
藩
松
平
近
栄
の
記
事
で
は
評
（
⑦
）
の

内
容
が
『
武
家
勧
懲
記
』
と
『
土
芥
寇
讎
記
』
で
重
な
っ
て
い
る
。
文
言
に
細
か

い
異
同
が
あ
る
と
は
い
え
、
内
容
は
完
全
に
丸
写
し
で
あ
る
。【
史
料
６

－

１
】

の
評
の
み
叔
父
松
平
但
馬
守
直
良
の
養
子
で
あ
っ
た
時
代
の
行
跡
に
言
及
し
て
い

る
が
、『
土
芥
寇
讎
記
』
編
纂
時
に
参
照
さ
れ
た
『
武
家
勧
懲
記
』
に
そ
の
記
載

が
存
在
し
た
保
証
は
な
い
。『
土
芥
寇
讎
記
』
編
纂
時
に
参
照
さ
れ
た
『
武
家
勧

懲
記
』
に
は
記
載
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

嫡
子
の
情
報
・
童
名
・
略
歴
を
除
け
ば
、『
武
家
勧
懲
記
』
と
『
土
芥
寇
讎
記
』

の
記
載
内
容
は
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
違
い
は
石
高
削
減
に
伴
う
数
字
の
修
正
、
家
老

の
名
前
の
追
記
、
わ
ず
か
な
情
報
の
追
加
と
い
っ
た
程
度
で
あ
る
。
な
お
、
家
伝

は
本
藩
の
松
江
藩
と
同
様
に
省
略
さ
れ
て
い
る
。

　
　
４

　
母
里
藩

【
史
料
７

－
１
】『
武
家
勧
懲
記
』
小
出
文
庫
本　

巻
第
三
十
六

①
一
、
松
平
頼
母
助
源
氏　

卯
十
四
歳　

紋
桐

　
（
中
略
）

②
本
国
参
州
、
生
国
出
雲
、
右
近
太
夫
隆
政
之
嗣
、
故
出
羽
守
直
政
之
末
子
也
、

父
直
政
寛
文
六
年
二
月
三
日
卒
ス
、
息
信
濃
守
綱
隆
家
督
之
時
、
公
儀
ニ
達

シ
、
新
田
三
万
石
上
野
介
・
同
一
万
石
右
近
太
夫
ニ
与
フ
、
隆
政
暫
ラ
ク
領

シ
テ
勤
候
セ
シ
ム
ル
所
ニ
、
寛

［
十
脱
］

文
三
年
二
月
十
四
日
疱
瘡
ニ
テ
死
、
因
茲
今

頼
母
助
初
メ
岩
千
代
ト
号
シ
国
本
ニ
有
之
ヲ
、
綱
隆
又
公
儀
ニ
達
シ
、
右
近

跡
式
ヲ
与
フ
ト
也
、

③
家
伝
ノ
様
子
ハ
常

［
マ
マ
］州

ノ
記
ニ
書
ス
、

④
領
一
万
石
、
運
上
課
役
等
外
ニ
二
千
石
［
在
、
米
売

［
マ
マ
］生

払
共
中
、
年
貢
所

納
五
ツ
六
ツ
、
抨
シ
五
ツ
、
―
内
閣
文
庫
本
よ
り
補
記
］、
家
中
ヘ
四
ツ

二
三
分
、
在
江
戸
ノ
者
百
石
ニ
付
四
人
扶
持
、
外
ニ
雑
用
銀
ヲ
与
フ
、
家
民

ノ
仕
置
等
悉
ク
本
家
ノ
作
法
ヲ
守
ル
、

⑤
家
老
佐
々
・
吉
村

⑥
頼
母
助
未
若
年
タ
ル
故
行
跡
不
知
、
生
得
淳
ニ
シ
テ
、
才
智
発
明
也
、
臣
等

是
ヲ
守
護
シ
、
文
武
ヲ
進
メ
、
弓
馬
等
ハ
ナ
ラ
ハ
シ
ム
ル
ト
聞
ユ
、

⑦［
愚
評
議
な
し
］

【
史
料
７

－

２
】『
土
芥
寇
讎
記
』
巻
第
三
十
八

①
一
、
松
平
美
作
守
源
直
能　

従
五
位
下　

庚
午
三
十
歳　

紋
桐

　
（
中
略
）

②
本
国
参
州
、
生
国
出
雲
、
童
名
岩
千
代
、
後
改
頼
母
、
右
近
大
夫
隆
政
之
養

子
、
実
ハ
故
出
羽
守
直
政
之
末
子
也
、
寛
文
六
年
二
月
三
日
故
羽
州
直
政
卒

去
、
息
信
濃
守
綱
隆
家
督
之
時
、
達
公
儀
、
新
田
三
万
石
弟
上
野
介
近
栄
・

一
万
石
同
右
近
大
夫
隆
政
ニ
配
分
ス
、
然
所
ニ
寛

［
十
脱
］

文
三
年
二
月
十
四
日
右
近

隆
政
疱
瘡
ニ
テ
早
世
ス
、
無
子
、
岩
千
代
其
比
ハ
在
所
有
雲
州
、
兄
羽
州
綱

隆
初
ハ
号

信
濃
守

願
ヲ
以
、
延
宝
元
年
癸丑

五
月
八
日
岩
千
代
ヲ
以
右
近
隆
政
之
養
子
ト

シ
、
令
継
家
督
、
改
松
平
頼
母
直
能
、
同
六
月
二
十
一
日
初
テ
御
目
見
ス
、

同
七
年
己
未
十
二
月
二
十
八
日
叙
従
五
位
下
任
美
作
守
、

④
居
所
出
雲
之
内
神
戸
、
本
知
一
万
石
、
運
上
課
役
掛
物
等
外
ニ
二
千
石
余
有
、

米
能
生
ス
、
払
中
也
、
年
貢
所
納
五
ツ
ニ
当
ル
、
家
中
ヘ
四
ツ
二
三
分
ニ
渡

ス
、
在
江
戸
之
年
ハ
百
石
ニ
付
四
人
扶
持
、
外
ニ
雑
用
銀
ヲ
与
フ
、
家
民
之

仕
置
以
下
迄
悉
ク
本
家
之
作
法
ヲ
守
ル
、

⑤
家
老
佐
々
小
左
衛
門
・
吉
村
吉
左
衛
門

⑥
直
能
生
得
淳
直
ニ
シ
テ
、
才
智
発
明
也
、
幼
少
之
時
家
督
ヲ
相
続
セ
シ
故
ニ
、

家
臣
等
和
順
シ
テ
傅
立
、
先
文
武
之
両
道
ヲ
諫
進
、
次
ニ
ハ
弓
馬
之
芸
ニ
習

シ
ム
、
故
ニ
今
ニ
於
テ
臣
下
モ
皆
武
芸
ヲ
励
ト
聞
フ
、
但
直
能
生
得
悋
嗇
ナ
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ル
歟
、
家
老
始
末
ス
ル
ニ
ヤ
、
奉
公
忠
勤
之
者
ヲ
不
賞
禄
、
且
旧
好
之
族
ヲ

不
取
立
ト
云
リ
、

⑦
評
ニ
云
、
本
文
之
如
ナ
ラ
バ
、
君
臣
ト
モ
ニ
善
人
也
、
難
ナ
シ
、
但
奉
公
忠

勤
且
旧
好
之
族
ニ
無
賞
禄
事
ハ
悪
シ
、
賞
罰
ナ
キ
君
ニ
ハ
忠
勤
ヲ
励
者
ナ

ク
、（
後
略
）

母
里
藩
の
事
例
で
注
目
さ
れ
る
の
は
略
歴
の
項
目
（
②
）
で
あ
る
。
既
述
の
諸

藩
で
は
独
自
の
情
報
に
基
づ
い
て
大
名
の
略
歴
が
執
筆
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

が
、
こ
こ
で
は
『
武
家
勧
懲
記
』
の
情
報
が
転
載
さ
れ
て
い
る
。【
史
料
７

－

１
】

で
は
、
先
代
隆
政
の
死
去
年
が
「
寛
文
三
年
」
と
な
っ
て
い
る
（
傍
線
部
）。
こ

れ
が
誤
記
で
あ
る
こ
と
は
、
直
前
に
寛
文
六
年
の
事
績
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
容
易
に
判
断
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、【
史
料
７

－

２
】
に
も
「
寛
文
三
年
」
と

あ
る
（
傍
線
部
）。
同
じ
過
ち
を
犯
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
ま
ま
書
写
し
た
か
ら

と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。『
土
芥
寇
讎
記
』
の
編
纂
者
が
参
照
し
た
情
報
源
に
は
、

直
能
が
家
督
を
相
続
す
る
に
至
っ
た
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

家
督
相
続
後
に
つ
い
て
は
、
他
の
大
名
と
同
水
準
の
独
自
情
報
と
な
っ
て
い
る
。

『
武
家
勧
懲
記
』
に
は
評
が
な
く
、『
土
芥
寇
讎
記
』
は
新
規
に
評
を
執
筆
し
て

い
る
。「
謳
歌
評
説
ニ
云
」
で
は
な
く
「
評
ニ
云
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
こ
の
事

情
を
反
映
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
新
規
の
評
で
あ
る
の
で
、
す
べ
て
独
自
の
内

容
で
あ
る
。

　
　
５

　
吉
永
藩

吉
永
藩
主
加
藤
明
友
は
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
に
近
江
国
水
口
に
転
封
と
な

り
、
翌
天
和
三
年
に
死
去
し
た（

（2
（

。
し
た
が
っ
て
、『
武
家
勧
懲
記
』
と
『
土
芥
寇

讎
記
』
で
は
大
名
・
領
知
と
も
異
な
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
両
書
で
内
容
が
重

な
る
こ
と
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

【
史
料
８

－

１
】『
武
家
勧
懲
記
』
小
出
文
庫
本　

巻
第
三
十
八

①
一
、
加
藤
内
蔵
頭
藤
原
明
友　

従
五
位
下　

卯
五
十
五
歳　

紋
巴
又
蛇
ノ
目

　
（
中
略
）

④
居
所
石
見
之
河
野
、
本
知
一
万
石
、
新
地
運
上
課
役
等
外
ニ
四
千
石
余
有
、

米
売

［
マ
マ
］
生
払
共
ニ
中
、
年
貢
所
納
五
ツ
ヨ
リ
六
ツ
五
分
迄
、
家
中
ヘ
四
ツ
、

在
江
戸
ノ
年
人
有
扶
持
、
外
ニ
模
合
有
、
地
ニ
禽
獣
魚
柴
薪
有
、
土
地
中
、

家
民
ノ
仕
置
稠
シ
ヽ
ト
雖
ト
モ
、
順
路
ニ
シ
テ
家
風
宜
シ
ヽ
、
文
武
諸
芸
ヲ

学
ヒ
、
作
法
等
吉
、
民
間
最
豊
カ
也
、
在
所
物
毎
不
自
由
也
、

⑤
家
老
毛
利
・
松
本

⑥
明
友
文
道
武
略
ヲ
学
ヒ
、
礼
義
ヲ
正
シ
、
行
跡
寛
々
ト
シ
テ
、
謙
譲
ヲ
守
リ
、

奢
事
ナ
ク
、
家
民
ヲ
憐
ミ
、
誠
ニ
誉
レ
有
将
也
、

⑦［
愚
評
議
な
し
］

【
史
料
８

－

２
】『
土
芥
寇
讎
記
』
巻
第
四
十

①
一
、
加
藤
佐
渡
守
藤
原
明
英　

従
五
位
下　

庚
午
三
十
九
歳　

紋
下
リ
藤

　
（
中
略
）

④
居
所
江
州
水
口
自
江
戸

百
九
里

、
本
知
二
万
石
、
新
地
開
運
上
課
役
掛
物
等
外
ニ

七
千
八
百
石
余
有
、
米
能
ク
生
ス
、
払
ヒ
ヨ
シ
、
年
貢
所
納
五
ツ
五
分
ヨ
リ

七
ツ
余
迄
、
家
中
ヘ
四
ツ
、
在
江
戸
之
年
人
有
扶
持
、
外
ニ
模
合
有
、
地
ニ

禽
獣
柴
薪
川
魚
有
、
土
地
上
、
家
民
ノ
仕
置
稠
ト
云
ト
モ
、
順
路
ニ
シ
テ
家

風
ヨ
シ
、
大
名
之
流
タ
ル
故
ニ
大
様
成
所
有
テ
、
家
士
文
武
武
芸
ヲ
嗜
ミ
、

作
法
等
ヨ
シ
、
民
間
尤
モ
豊
也
、
在
所
京
近
キ
物［

故
脱
カ
］毎自

由
也
、

⑤
家
老
毛
利
団
右
衛
門
・
川
村
権
左
衛
門

⑥
明
英
文
武
ヲ
学
ビ
、
礼
義
ヲ
正
シ
、
行
跡
寛
然
ト
シ
テ
、
謙
譲
ヲ
守
リ
、
奢

事
ナ
ク
、
家
民
ヲ
哀
、
才
智
理
弁
ニ
シ
テ
、
有
誉
将
也
、

⑦
明
英
本
文
之
如
ク
ナ
ラ
バ
聊
難
ア
ル
マ
ジ
、
父
内
蔵
助
明
友
隠
ナ
キ
学
者
タ

リ
シ
、
二
代
有
文
武
学
、
行
跡
善
ナ
ル
事
、
本
文
ニ
誉
ア
ル
ト
云
ハ
尤
也
、

此
将
善
人
之
可
謂
良
将
物
ニ
ヤ
、

領
知
の
情
報
（
④
）
は
転
封
に
伴
っ
て
更
新
さ
れ
て
い
る
が
、
藩
政
に
関
わ
る

部
分
は
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
加
藤
家
に
よ
る
統
治
に
は
継
続
性
が
あ
る

か
ら
、
転
封
後
も
変
更
が
な
い
事
項
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
水
口
藩
の
「
民
間

尤
モ
豊
也
」
と
い
う
の
は
は
た
し
て
実
態
を
反
映
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
吉
永

藩
の
記
述
（
こ
ち
ら
も
実
態
を
反
映
し
て
い
る
の
か
、
検
討
を
要
す
る
）
が
そ
の

ま
ま
転
載
さ
れ
た
可
能
性
が
高
く
、『
土
芥
寇
讎
記
』
の
記
述
の
み
を
根
拠
に
元

禄
三
年（
一
六
九
〇
）時
点
の
水
口
藩
の
領
民
が
豊
か
だ
っ
た
と
評
価
す
る
の
は
難

し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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人
柄
・
行
跡
の
項
目
（
⑥
）
で
は
、
先
代
明
友
の
人
柄
と
行
跡
が
明
英
の
人
柄

と
行
跡
と
し
て
そ
の
ま
ま
転
載
さ
れ
て
い
る
。
若
尾
政
希
氏
は
『
土
芥
寇
讎
記
』

の
徳
川
綱
豊
評
が
『
武
家
勧
懲
記
』
の
徳
川
綱
重
（
綱
豊
の
父
）
評
の
引
き
写
し

で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
が（

（2
（

、
加
藤
家
の
場
合
、
父
の
記
事
か
ら
転
用
さ
れ
た
の

は
評
で
は
な
く
人
柄
と
行
跡
で
あ
っ
た
。

評
（
⑦
）
は
母
里
藩
と
同
様
に
新
規
に
執
筆
さ
れ
て
い
る
。
傍
線
部
の
一
節
は

本
文
の
人
柄
と
行
跡
を
明
英
の
も
の
と
す
る
立
場
か
ら
父
明
友
に
比
し
て
お
り
、

明
友
の
人
柄
と
行
跡
を
転
用
す
る
と
い
う
本
文
の
経
緯
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。

文
面
通
り
に
受
け
取
れ
ば
、
評
者
は
本
文
の
執
筆
に
は
携
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。

本
章
の
検
討
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
『
土
芥
寇
讎
記
』
の
特
徴
を
列
挙
す
れ
ば
、

家
伝
を
省
略
（
松
江
藩
・
広
瀬
藩
）、
評
を
丸
写
し
（
広
瀬
藩
）、
家
督
継
承
ま
で

の
略
歴
を
転
載
（
母
里
藩
）、
父
の
人
柄
と
行
跡
を
子
の
人
柄
と
行
跡
と
し
て
転

用
（
吉
永
藩
）
と
な
る
。
巻
が
下
る
と
『
武
家
勧
懲
記
』
と
内
容
が
重
複
す
る
割

合
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
小
藩
の
情
報
が
乏
し
か
っ
た
、

小
藩
に
は
関
心
が
な
か
っ
た
、
編
纂
者
が
複
数
い
た
と
す
れ
ば
力
量
の
違
い
に
よ

り
担
当
巻
の
内
容
に
精
粗
が
生
じ
た
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
検
討
は
今
後

の
課
題
と
し
た
い
。

お
わ
り
に

本
稿
は
『
武
家
勧
懲
記
』
と
『
土
芥
寇
讎
記
』
を
比
較
し
、『
武
家
勧
懲
記
』

か
ら
『
土
芥
寇
讎
記
』
に
引
用
さ
れ
た
内
容
と
『
土
芥
寇
讎
記
』
独
自
の
内
容
の

選
別
を
行
っ
た
。
検
討
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
結
論
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

ま
ず
、
本
稿
で
検
討
し
た
五
点
の
『
武
家
勧
懲
記
』
の
中
で
『
土
芥
寇
讎
記
』

に
最
も
近
い
内
容
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
た
の
は
小
出
文
庫
本
で
あ
っ
た
。
た
だ
し

他
の
本
の
方
が
小
出
文
庫
本
よ
り
も
近
い
内
容
を
持
つ
箇
所
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

小
出
文
庫
本
よ
り
も
さ
ら
に
内
容
が
近
い
『
武
家
勧
懲
記
』
が
存
在
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。

『
土
芥
寇
讎
記
』
の
記
事
に
は
、（
一
）『
武
家
勧
懲
記
』
に
は
見
ら
れ
な
い
独

自
の
も
の
、（
二
）『
武
家
勧
懲
記
』
の
文
章
に
独
自
の
文
章
を
追
加
し
た
も
の
、

（
三
）『
武
家
勧
懲
記
』
の
内
容
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
も
の
、
の
三
種
類
が

存
在
す
る
。

『
武
家
勧
懲
記
』
の
情
報
を
踏
襲
せ
ず
、
独
自
の
情
報
源
か
ら
情
報
を
得
て
作

成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
童
名
・
略
歴
・
家
伝
・
家
老
の
項
目
で
あ
る
。

大
名
の
名
前
や
年
齢
、
官
位
、
正
室
と
嫡
子
の
情
報
も
、
元
禄
三
年（
一
六
九
〇
）

に
合
わ
せ
て
更
新
さ
れ
て
い
る
。

『
土
芥
寇
讎
記
』
の
人
柄
・
行
跡
と
評
は
『
武
家
勧
懲
記
』
の
文
章
に
独
自
の

文
章
を
追
加
し
た
も
の
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
広
瀬
藩
の
事
例
で
は
人
柄
・
行

跡
・
評
と
も
『
武
家
勧
懲
記
』
の
内
容
が
そ
の
ま
ま
転
載
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

『
土
芥
寇
讎
記
』
に
記
さ
れ
た
水
口
藩
主
加
藤
明
英
の
人
柄
と
行
跡
は
、『
武
家
勧

懲
記
』
に
記
さ
れ
た
父
明
友
の
人
柄
と
行
跡
の
引
き
写
し
で
あ
っ
た
。
人
柄
・
行

跡
・
評
と
も
一
概
に
分
類
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
今
後
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

領
知
の
情
報
は
概
ね
『
武
家
勧
懲
記
』
の
内
容
が
そ
の
ま
ま
『
土
芥
寇
讎
記
』

に
踏
襲
さ
れ
て
い
た
。
転
封
が
あ
っ
た
場
合
は
情
報
が
更
新
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る

が
、
旧
領
の
情
報
が
そ
の
ま
ま
転
載
さ
れ
て
い
る
疑
い
の
あ
る
箇
所
も
見
ら
れ

た
。最

後
に
、
今
後
の
課
題
と
し
て
次
の
二
点
を
挙
げ
よ
う
。

一
点
目
は
、『
武
家
勧
懲
記
』
の
さ
ら
な
る
調
査
で
あ
る
。
第
一
章
で
述
べ
た

よ
う
に
、
本
稿
で
は
一
部
の
『
武
家
勧
懲
記
』
し
か
『
土
芥
寇
讎
記
』
の
比
較
対

象
候
補
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
小
出
文
庫
本
よ
り
も
比
較
対
象
と
し
て

ふ
さ
わ
し
い
『
武
家
勧
懲
記
』
が
存
在
す
る
の
か
否
か
、
調
査
を
行
う
必
要
が
あ

る
。二

点
目
は
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
類
型
の
大
名
の
検
討
で
あ

る
。
本
稿
で
は
家
門
の
国
持
大
名
（
松
江
藩
）・
譜
代
中
藩
（
浜
田
藩
）・
外
様
小

藩
（
津
和
野
藩
・
吉
永
藩
）・
家
門
の
分
家
大
名
（
広
瀬
藩
・
母
里
藩
）
の
事
例

を
検
討
し
た
が
、
そ
の
他
に
も
御
三
家
・
甲
府
徳
川
家
・
外
様
国
持
大
名
・
幕
閣

な
ど
、
検
討
す
べ
き
大
名
は
少
な
く
な
い
。
本
稿
の
結
論
と
は
異
な
る
事
例
も
存

在
す
る
こ
と
と
予
想
さ
れ
る
。
本
稿
の
成
果
を
踏
ま
え
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た

い
。
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（
１
）　

金
井
圓
「『
土
芥
寇
讎
記
』
に
お
け
る
幕
藩
体
制
の
一
表
現
」『
信
濃
』

三

－

六
、一
九
五
一
年
、
鈴
木
寿
『
近
世
知
行
制
の
研
究
』
日
本
学
術
振

興
会
、
一
九
七
一
年
、
藤
井
譲
治
「
幕
藩
制
領
主
論
」『
日
本
史
研
究
』

一
三
九
・
一
四
〇
合
併
号
、
一
九
七
四
年
、
今
野
真
「『
土
芥
寇
讎
記
』
と
大

名
論
」
Ｊ
・
Ｆ
・
モ
リ
ス
・
白
川
部
達
夫
・
高
野
信
治
編
『
近
世
社
会
と
知

行
制
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
九
年
。

（
２
）　

大
森
映
子
『
元
禄
期
の
幕
政
と
大
名
た
ち
』
日
本
放
送
出
版
協
会
、

一
九
九
九
年
。

（
３
）　

共
同
研
究
の
成
果
は
、『「
大
名
評
判
記
」
の
基
礎
的
研
究
』
科
学
研
究
費

補
助
金
・
基
盤
研
究
（
Ａ
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
報
告
書
Ⅰ
、
二
〇
〇
六
年

（
以
下
『
報
告
書
』
Ⅰ
と
略
記
す
る
）
な
ら
び
に
『「
大
名
評
判
記
」
の
基
礎

的
研
究
Ⅱ
』
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
（
Ａ
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究

報
告
書
Ⅱ
、
二
〇
〇
七
年
（
以
下
『
報
告
書
』
Ⅱ
と
略
記
す
る
）
に
ま
と
め

ら
れ
て
い
る
。

（
４
）　

若
尾
政
希
「「
大
名
評
判
記
」
諸
本
に
つ
い
て
」『
報
告
書
』
Ⅰ
、
九
頁
。

（
５
）　

同
右
。
こ
の
指
摘
を
踏
ま
え
た
論
考
と
し
て
、
望
月
良
親
「
読
ま
れ
る
女

性
た
ち
」『
書
物
・
出
版
と
社
会
変
容
』
八
、
二
〇
一
〇
年
、
蝦
名
裕
一
「「
大

名
評
判
記
」
に
お
け
る
仙
台
藩
伊
達
家
の
記
述
に
つ
い
て
」『
東
北
ア
ジ
ア

研
究
』
一
六
、
二
〇
一
二
年
。

（
６
）　

若
尾
前
掲
注
四
論
文
、
一
頁
。

（
７
）　

同
右
、
五
頁
。

（
８
）　

矢
森
小
映
子
「『
武
家
諫
忍
記
』『
武
家
勧
懲
記
』『
土
芥
寇
讎
記
』『
諫
懲

後
正
』
諸
本
の
比
較
」『
報
告
書
』
Ⅰ
、
一
七
四
頁
。

（
９
）　

小
川
和
也
「
幕
藩
制
国
家
確
立
期
に
お
け
る
「
仕
置
」
標
準
の
展
望
」『
報

告
書
』
Ⅰ
、
一
二
一
頁
。

（
10
）　

杉
岳
志
「『
土
芥
寇
讎
記
』
の
成
立
を
め
ぐ
る
一
考
察
」『
報
告
書
』
Ⅰ
、

一
五
八
頁
。

（
11
）　
『
報
告
書
』
Ⅱ
所
収
の
諸
論
考
を
参
照
。

（
12
）　

若
尾
前
掲
注
四
論
文
、
八
頁
。

（
13
）　

国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
使
用
し
た
。

（
14
）　

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
て
公
開
さ
れ
て
い
る
画
像

デ
ー
タ
を
使
用
し
た
。

（
15
）　

国
文
学
研
究
資
料
館
新
日
本
古
典
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
て
公
開
さ
れ
て
い

る
画
像
デ
ー
タ
を
使
用
し
た
。

（
16
）　

国
文
学
研
究
資
料
館
新
日
本
古
典
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
て
公
開
さ
れ
て
い

る
画
像
デ
ー
タ
を
使
用
し
た
。

（
17
）　

若
尾
政
希
「
は
じ
め
に
」『
報
告
書
』
Ⅱ
、
ⅲ
頁
。

（
18
）　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
。
同
所
所
蔵
史
料
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
て

公
開
さ
れ
て
い
る
画
像
デ
ー
タ
を
使
用
し
た
。

（
19
）　
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
六
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
四
年
、

三
二
四
頁
。

（
20
）　

国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
使
用
し
た
。

（
21
）　

同
右
。

（
22
）　
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
七
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
五
年
、

二
二
三
頁
。

（
23
）　
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
一
三
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
五
年
、

九
頁
。

（
24
）　

注
四
に
同
じ
。

［
付
記
］
本
稿
脱
稿
後
、『
武
家
和
諫
』
の
存
在
を
若
尾
政
希
氏
に
ご
教
示
い
た

だ
い
た
。
同
書
と
『
土
芥
寇
讎
記
』
の
関
係
に
つ
い
て
は
別
稿
で
検
討
す
る
こ
と

と
し
た
い
。
本
研
究
はJSPS

科
研
費18H

03584

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

（
受
稿 

二
〇
二
二
年
九
月
三
〇
日
、
受
理 

二
〇
二
二
年
十
一
月
九
日
）


